
情報セキュリティ管理方針  
 

1． 目的  
情報セキュリティ管理方針（以下「本方針」という。）は、エクイティファンディング株式会社（以下「当社」という。）

が「リスク管理の基本方針」に則った情報資産等に対するセキュリティリスクを管理し、その実効性を維持・向上

するため、必要となる基本 的な考え方を定めたものである。  

2． 定義  

本方針で用いる主な用語及び定義は次による。  
(1)​ 情報セキュリティリスク  

顧客情報や経営関連情報を含む当社の情報資産の漏えいや棄損等により損失を被るリスクをいう。 

(2)​ 情報セキュリティ管理  

情報セキュリティ管理とは、上記(1)で定義した情報資産等に関するリスクを識別、評価し、適切な対応
（回避、移転、低減、受容等）を実施することをいい、具体的には、情報資産の取り扱いルールの整備

や役職員に対する社内周知、運用状況の定期的な点検・モニタリングなどにより、適切な対応とは、情

報セキュリティリスクの発現を防止するための管理を 行うこと、並びにリスクが発現した場合には損失
の最小化を図るための管理を行うことをいう。  

3． 適用範囲  
本方針の適用範囲は、当社の保有する全ての情報資産を対象とする。  

なお、情報資産の区分等に関しては、別途定める規程類にて定義等を定めるものとする。 

4． 適用対象者  
本方針の適用対象者は、当社の業務に従事しているすべての役職員をいう。役職員には、雇用関係にある者

（正社員、契約社員、嘱託社員、パート社員、アルバイト社員等）のみならず、当社との間の雇用関係にない者

（派遣社員、業務委託先など）を含む。  

5． 情報セキュリティ管理態勢  
取締役会は、情報資産の漏えいや侵害等の未然防止と事案等の発生時における被害拡大の防止や関係者の

保護を経営上の重大な課題と認識し、当社の情報セキュリティリスクを十分認識した上で、全社的な対応方針等

を審議し承認する。また、情報セキュリティ管理に向けた安全管理措置などを定めた規程類を別途制定し、情報

資産の管理等に取り組むこととし、制定した規程類に基づく管理状況等に関する点検等も定期的に実施する。 

6． 教育・周知  
すべての役職員に対して、情報セキュリティ管理を実施するため、本方針及び本方針に基づき定められた規程
類を遵守するよう教育・周知を行う。 
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